〈ケア〉ノート
尾崎新『「ゆらぐ」ことのできる力――ゆらぎと社会福祉実践』誠信書房1999より抜粋
「ゆらぎ」とは、実践のなかで援助者、クライエント、家族などが経験する動揺、葛藤、不安、あるいは迷い、不全感、挫折感などの総称である。……社会福祉実践はこれらの「ゆらぎ」に直面し、「ゆらぎ」を抱え、「ゆらぎ」という体験から何かを学ぶことによって、その専門性や技術を高めることができると考えている。つまり、「ゆらぎ」を単に否定し、排除すべきものと捉えるのではなく、「ゆらぎ」という経験こそ、社会福祉実践の弁天であると捉える。

援助者が「ゆらぎ」を経験する主な理由は、人の生活の仕方や生き方に「つねに正しい画一的な答え」が存在しないためである。……一人ひとりの生き方、生きる意味はみな同じではない。また、同じ一人の人でも、加齢にともなって人生の意味や課題は変化する。生き方ばかりではなく、死に方、死の意味もそれぞれに異なる。このように、生活、人生はつねに個別的であり、可変的である。
そのような生活にかかわる援助にも「常に変わらない正しい答え」は存在しない。いかに援助すべきかの答えはつねに多様であり、そのためにどのように関われば良いかの答えが最初から明瞭であることはない。このような意味で、社会福祉は「ゆらぎ」に直面することから出発する実践である。「ゆらぎ」を避けて通ることができない実践である。
「ゆらぎ」を……三つの側面をあわせもつ状態であると定義する。……①「ゆらぎ」は、シムテムや判断、感情が動揺し、葛藤する状態である。また、②「ゆらぎ」は、混乱、危機状態を意味する側面ももつ。しかし、③「ゆらぎ」は、多面的な見方、複層的な視点、新たな発見、システムや人の変化・成長を導く契機でもある。
「ゆらぎ」の意味

１　「ゆらぎ」に向きあう力は関わりを育て、深める力である
２　「ゆらぎ」は援助にしなやかな視点・発想を導く基礎である

３　「ゆらぎ」は関わりにおける他者性を自覚する基礎である

４　「ゆらぎ」は社会の構造や仕組みを見通す力の基礎である

「ゆらぎ」の課題

１　「ゆらぐ」自分をいたずらに否定しない。できれば肯定する

２　「ゆらぎ」と向きあう
３　「ゆらぎ」を眺望する

４　他者の助言を求め、「ゆらぎ」に翻弄されない

　　多面的視点とゆとりをいっそう確保する

５　関わりにおける他者性を再確認する

６　「ゆらぎ」とは別の見方・感情を加えて、援助の進め方を再検討する

７　「ゆらぎ」から学んだことをクライアントに伝える

８　「ゆらぎ」の経験を通して、社会の仕組み、構造を見通す
